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新しいブランドづくりに挑戦

基
山
町
の
自
然
環
境
を
守
る
に
は

農
林
業
を
理
解
す
る
こ
と

基
山
町
は
き
ざ
ん
や
契
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る
豊
か
な
自
然

が
自
慢
の
町
で
す
︒

人
の
往
来
も
多
く
福
岡
市
に
も
近
い
基
山
町
は
︑
そ
の
良
さ

を
生
か
し
た
産
業
振
興
の
取
り
組
み
が
可
能
な
町
で
す
︒

私
た
ち
の
祖
先
が
大
き
な
重
機
も
な
い
時
代
に
コ
ツ
コ
ツ
と

努
力
し
て
切
り
開
い
た
田
畑
︑
そ
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
森
林

が
今
︑
荒
廃
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
ま
す
︒

今
回
は
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
や
人
手
の
入
ら
な
く
な
っ
た

山
林
に
目
を
向
け
︑
今
ま
で
に
な
か
っ
た
農
林
産
品
へ
取
り
組

み
始
め
た
若
い
世
代
や
人
生
経
験
豊
富
な
世
代
の
新
し
い
取
り

組
み
を
特
集
し
ま
し
た
︒

す
で
に
実
績
の
あ
る
農
産
物
と
と
も
に
町
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
基
山
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

地域住民とボランティア参加

遊休農地をオリーブ園に

夢じゃない！オリーブオイルづくり
山田 和彦さん（きやまオリーブの会 会長 11区在住）

大好きな基山町の中山間地の景観を町外の人に誇れるようにし

たいと思い会を立ち上げ、耕作放棄地を借りてまずはオリーブを

50本植えました。

体力には自信がないので若い人と力を合わせて、共に楽しみた

い。夢は観光農園として多くの人に景観を楽しんでもらうことで

す。皆さんも自分のできることから子どもや孫にふるさとを伝え

てほしいです。

※基山大好きが体中からあふれておられます。

茜さんのご飯は多彩で多才
森山 茜さん（農家・食育アドバイザー ６区在住）

子育てをしながら農地を借りて農業に従事し、無農薬野菜栽培

やみそづくり、食育に取り組んでいます。

息子が２歳の時「お米を作りたい」と言ったのが転機となり、

農業に興味をもちました。夢は誰もが楽しい農ある暮らしができ

る環境を作り広げること。気軽に来れる農園にしているので週末

だけでも土に触れてほしいです。

※地域に溶け込み、何事にも前向きに取り組まれています。野菜の種を採る作

業をしながら笑顔で語ってくれました。写真は友だちの子どもさんと。
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知って育てよう基山の農林業！

彩り鮮やかな森山家の食卓

●農林業従事者の声
・町全体で盛り上げてほしい

・農産物加工場がほしい

・子どものころから自然とのふれあいを

・魅力的な取り組みを支援してほしい

・自立できるまでの資金支援をしてほしい

●基山町議会の役割
基山町議会は基山町が進める農林業の取り組

みをより町民目線、農林業従事者の視点で見守っ

ていきます。

長い年月を経て受け継がれた農産品、農産加工

品を次世代へ繋ぐとともに、新しいブランドづく

りにエールを送ります。

今後もさまざまな課題に目を向け、活性化を支

援していきます。

山を育て守る
原 彦市さん（林業 ６区在住）

基山町の山林の荒廃を心配しています。山林所有者や興味のあ

る人に林業を継続してほしいと願っています。基山町内でも林業

一本で生きていきたいです。

※基山町の近年の豪雨災害の多くは土砂崩れによる山林の崩壊

です。チェーンソーの使い方や森林内作業の経験者は基山町

には必要なものです。薪を割りながら言葉少なに語ってくれ

ました。

間伐材も薪として販売中

ジャージー牛で乳製品を
浅生 忍さん（きやま牧場主 ２区在住）

山地酪農家を目指し園部地区の耕作放棄地で牛やヤギを飼育し

ています。実家も酪農をしているので、牛やヤギがもっと幸せに

暮らせるような酪農をやりたいです。

今は牧場での収入はありませんが、事業を成功させて後に続く

人をサポートし、企業として利益を出し災害時や非常時などに人

を助けられる人間になりたいです。

※「基山に移住して約１年になるが魅力的なことに取り組まれている人が多く、

素敵な町だ」と基山町の印象を子ヤギの名前を呼びながら語ってくれました。

特
集
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予算特別委員会審査報告

令和２年度一般会計予算

72億3579万円

松
田
一
也
町
長
２
期
目
の

骨
格
予
算
で
あ
る
当
初
予
算

は
前
年
度
比
約
４
億
６
千
万

円
増
の
72
億
３
５
７
９
万
円

で
始
ま
る
︒

施
政
運
営
方
針
で
は
︑﹁
健

康
で
︑
安
心
と
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
﹂
︑
﹁
基
山
の
自
然
と

歴
史
を
守
り
︑
活
か
す
取
り

組
み
﹂
︑
﹁
子
育
て
支
援
の
更

な
る
充
実
﹂
を
三
つ
の
柱
に

掲
げ
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

勢
だ
︒

脚力維持（11区の通いの場）

浄化槽維持管理費補助金事業

問 家庭用浄化槽補助金の１軒

１万円で100件の根拠は何な

のか、補助を受ける場合は自己申請なの

か。また、補助金申請をするには過去１

年間に浄化槽保守点検と法定検査が必

要になるが周知できているか。

答 補修するブロワー交換部品に７千円程

度かかり、経年劣化の本年見込みは100

件程度とみている。自己申請となるが、

当事業の補助については委託業者から

も啓発してもらう。

提案 具体的な地区を示し、補助金の交付要

綱を整備して実施するとともに、公共

下水道との公平性を保つこと。

暮

病後児保育事業

問 事業を開始するにあたり条

例、規則等の整備が必要で

はないか。

答 保健センターが行う事業に含まれるた

め、条例等の制定は必要ない。

問 緊急時対応マニュアルの整備は。

答 保護者を含め３名と連絡がとれるよう

にしている。保健師や保育士、保健セン

ターの職員それぞれ役割分担を決め、マ

ニュアルに準じ対応する。

子

質問

保健センター横に新設された病後児保育施設

子育て支援

健康増進

問 若基小学校児童減少問題に

はどのように取り組んでい

くのか。

答 定例教育委員会や総合教育

会議の中で基山小学校の教室不足と若

基小学校の各学年１学級問題を取り上

げている。若基小学校が各学年２学級

になるよう考えているので、早く着手し

ていきたい。

学

問 若基小児童減少問題への取り組みは

答 各学年２学級になるよう考える

三つの柱を協働で
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鐘が鳴り響く御神幸祭（荒穂神社）

自然と歴史を活かす

ふるさと納税に期待

自主財源確保が重要

令
和
元
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
や
︑
障
が
い
福

祉
に
要
す
る
扶
助
費
の
増

加
に
伴
い
︑
一
般
財
源
の

負
担
も
増
加
し
て
い
る
︒

今
後
自
主
財
源
の
確
保

は
い
っ
そ
う
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
︒
と
り
わ

け
ふ
る
さ
と
納
税
は
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お

り
︑
安
定
的
な
財
源
確
保

の
継
続
が
望
ま
れ
る
︒

町立保育所も併設される基山っ子みらい館

公園施設長寿命化事業
(総合体育館）

問 外壁改修後どのような工事が

あるのか。

答 基山町公共施設等総合管理計画の中に公

園施設長寿命化が含まれている。総合体

育館の主な整備は、今回で終わる。

問 町営球場の照明設備等は。

答 令和２年度に策定する個別計画の中で示

せるようにしていく。

設

国民健康保険特別会計予算額

20億3552万円

後期高齢者医療特別会計予算額

2億5763万円

下水道事業会計

収益的収入予定額 4億1314万円

収益的支出予定額 3億8889万円

町内防犯カメラ 新たに15台設置

子育ての拠点

令
和
２
年
度
特
別
会
計

防犯対策備品 610万円

問 防犯カメラの設置台数および新設予定場
所の設置基準は。

答 設置済み66台、設置予定15台。新設場所
は区長の要望や事故発生の多い交差点に
設置していく。

提案 防犯カメラの管理体制とコスト上昇抑
制のための管理規定を整備すること。

令和２年度国民健康保険特別会計予算

問 特定健診の未受診者対策は成果が出てい
るのか。

答 家庭訪問や受診勧奨の通知を送っている。
５年間で10％程度受診率が向上。令和元年
度は50.1％。令和２年度から集団検診にお
ける受診料の1,000円を免除する。

問 重要な財源であるふるさと応援寄附基
金７億円の使い方に基準はあるのか。

答 経常的事業には使わないが、制度が続く
限り、まちづくりに関する事業や子育て
支援などに使っていく。

問 ふるさと応援寄附金 寄附額増加の取
り組みを。

答 積極的な姿勢は大事だと認識している。

提案 寄附金の獲得に今後も適切に取り組
み、返礼品の開発やさまざまな工夫を
すること。
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国民健康保険、12年ぶりに大幅改定！

国
民
健
康
保
険
財
政
が
令
和
９
年
度
か
ら
の
佐
賀
県
統

一
に
伴
い
︑
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
条
例
改
正
︒

議
会
は
︑
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
に
基
金
の
活

用
と
︑
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
進
と
適
時
な
医
療
機

関
受
診
等
を
推
進
す
る
よ
う
に
提
案
し
た
︒

改正のポイント（医療費分、後期高齢者支援金分、介護分の合計）改正のポイント（医療費分、後期高齢者支援金分、介護分の合計）

所得割 平等割 均等割

現行
13％

(10.6％)
45,600円
(40,600円)

40,900円
(32,300円）

改正後
13.6％

(11.3％)
44,500円
(40,000円）

42,700円
(33,800円）

※( ）内は、40歳から64歳以外の税率と税額

※平等割とは、一世帯当たり 均等割とは、一人当たり

国民健康保険運営協議会の付帯意見国民健康保険運営協議会の付帯意見

○令和３年度の保険税率について、被保険者の負担増に配慮し、協議会

での審議を行うこと。

○特定健診の受診率、保健指導の実施率の向上と生活習慣病重症化予防

対策を取り組むこと。

○医療費の適正化に向けた取り組みを実施すること。

国民健康保険財政調整基金３億1443万円国民健康保険財政調整基金３億1443万円国民健康保険財政調整基金３億1443万円

佐賀県は令和９年度に全市町の国保税の所得割を19.6％に改

定する予定。

提案 基金の取り崩しをしながら、大幅な税負担を求めること

がないように運営することを提案した。

18歳以下の第３子以降の子どもに対する
均等割（合計33,800円）を免除

新型コロナウイルス対策を

３人目以降免除した場合の必要な額

676,000円

33,800円
(均等割額)

× 20人
(令和元年の対象者)

町の独自政策により、

多子世帯の子育てを応援

町の独自政策により、

多子世帯の子育てを応援
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第１回臨時会 ふるさと納税、総額11億円に

ここをチェック！

ふるさと応援寄附積立金 ４億7136万円

寄附者への返礼品代 ４億9075万円

委託料その他 １億3789万円

令和元年度一般会計補正予算

３億6021万円追加、総額87億4299万円に

JR基山駅にビジターセンターを整備
予算：970万円

来訪者のおもてなしスポットとするために、無人観光案内
所を設置する。

提案 駅構内の電子掲示板や特産品展示場と統一性を持た

せること。 JR基山駅西口階段下に整備

若基小学校のトイレ、洋式化へ
予算：１億1290万円

若基小学校のすべてのトイレを大規模改造し、和式から洋
式へ。

提案 今後の校舎改造工事の内容と時期を説明すること。
洋式トイレになる若基小学校

三国・丸林線、踏切拡幅へ
予算：１億2387万円

三国・丸林線改良工事とともに、踏切を拡幅し、安全対策を
講じる。

提案 安全対策と今後の町道改良工事の全体計画を整備す

ること。 踏切幅が10.5ｍに拡幅予定

園児の安心・安全対策工事
予算：776万円

園児が日常的に集団で移動する道路の安全確保を図るため、
カラー舗装、防護柵等を設置する。

提案 町内の危険町道の把握と安全対策を行い、計画的に

カラー舗装、防護柵等を設置すること。園児が利用する高島団地内道路

主な事業
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第
１
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
就
学
指
導
委
員
会
設

置
条
例
の
一
部
改
正

目
的

心
身
に
障
害
を
有

す
る
幼
児
お
よ
び
児
童
生
徒
に

対
す
る
就
学
判
定
時
の
み
な
ら

ず
︑
そ
の
後
の
一
貫
し
た
教
育

的
支
援
に
も
助
言
を
行
う
︒

問

就
学
指
導
委
員
会
か
ら

教
育
支
援
委
員
会
に
変

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
委
員
会
の

活
動
内
容
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答

従
前
の
年
１
回
の
就
学

判
定
時
の
特
別
支
援
学

級
へ
の
入
級
だ
け
で
な
く
︑
小

学
校
入
学
か
ら
中
学

卒
業
ま
で
継
続
し
て

支
援
し
て
い
く
︒

ま
た
︑
必
要
に
応
じ

て
教
育
的
支
援
に
つ
い

て
助
言
を
行
う
︒

提
案

不
安
を
持
つ

児
童
生
徒
や
保
護
者

の
意
見
・
要
望
を
聴

き
、
そ
の
願
い
が
届
く

よ
う
な
委
員
会
と
す

る
こ
と
。

基
山
中
学
校
校
舎
大
規
模
改

造
工
事
︵
管
理
棟
︶
請
負
契
約

変
更

問

３
４
０
８
万
円
の
大
幅

な
増
額
の
請
負
契
約
変

更
と
な
る
が
な
ぜ
か
。

答

当
初
設
計
段
階
で
は
︑

低
い
箇
所
し
か
調
査
が

で
き
な
か
っ
た
︒
施
工
時
に
足

場
を
組
ん
だ
時
に
３
階
や
屋
上

で
の
多
く
の
ク
ラ
ッ
ク
や
浮

き
・
剥
離
・
破
損
が
確
認
さ
れ

た
︒
ま
た
︑
劣
化
が
ひ
ど
か
っ

た
音
楽
室
天
井
張
替
工
事
と
風

速
計
取
替
工
事
の
追
加
を
行
っ

た
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

基
山
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事

５
２
９
０
万
円

問

障
が
い
児
対
策
に
よ
り

新

た

に

エ

レ

ベ

ー

タ
ー
・
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ

る
。
設
置
す
る
箇
所
に
は
道
路

と
の
段
差
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
計
画
か
。

答

段
差
は
ス
ロ
ー
プ
で
解

消
し
︑
そ
の
差
を
少
な

く
す
る
た
め
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
停
車
位
置
は
中
１
階
を
設
け

る
︒
ま
た
︑
ス
ロ
ー
プ
に
は
手

す
り
・
屋
根
を
計
画
し
て
い
る
︒

提
案

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
お

よ
び
部
外
者
・
休
日
等
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
め
、
安
全
面

に
配
慮
す
る
こ
と
。

総務文教常任委員会
審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

所
管
事
務
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

基
山
小
学
校
と
の
意
見
交
換

今
回
の
意
見
交
換
で
は
︑

・
教
室
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
︑
学
年
に
よ
っ

て
は
教
室
が
１
︑
２
階
に
分
か
れ
て
お
り
︑
連

絡
が
取
り
づ
ら
い
︒

・
特
別
支
援
学
級
は
狭
い
教
室
が
あ
る
た
め
︑
隣

の
教
室
の
声
や
音
が
聞
こ
え
て
児
童
が
集
中
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
︒

・
学
習
指
導
要
領
の
変
更
で
苦
慮
し
て
い
る
点
で

は
︑
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
専
門
性
が
高
く

不
安
が
あ
り
︑
専
科
の
教
師
の
助
け
も
必
要
︒

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
教
育
環
境
の
整
備
は
最

重
点
項
目
と
位
置
づ
け
︑
さ
ら
な
る
施
設
の
充
実

に
努
め
る
こ

と
︒
そ
の
た

め
に
は
教
育

学
習
課
と
現

場
で
あ
る
学

校
関
係
者
の

協
議
の
場
を

数
多
く
も
つ

よ
う
提
案
し

た
︒

エレベーター・スロープの設置箇所

６月完成予定の基山中学校大規模改造工事

教育長、校長、教職員等と
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第
１
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

目
的

基
山
町
農
産
物
加

工
場
︵
ち
ぎ
り
の
里
︶
は
︑
老

朽
化
に
よ
り
︑
令
和
元
年
度
で

廃
止
に
な
る
た
め
︑
設
置
お
よ

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
必
要
が
あ
る
︒

問

廃
止
後
の
施
設
の
活
用

法
は
。

答

小
松
地
区
が
集
会
所
と

し
て
利
用
し
た
い
意
向

を
持
っ
て
い
る
︒
当
面
は
無
償

で
貸
借
す
る
予
定
で
あ
る
︒

問

不
動
産
鑑
定
結
果
は
。

答

土
地
が
５
５
０
万
円
︑

建
物
が
45
万
円
で
あ

る
︒
今
後
の
有
効
活
用
方
法
も

随
時
検
討
し
て
い
く
︒

提
案

農
産
物
加
工
場
に
限
ら

ず
、
町
の
所
有
財
産
の
施
設
利

用
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

三
国
・
丸
林
線
道
路
改
良
工
事

４
７
５
５
万
円

踏
切
道
改
良
事
業
負
担
金

１
億
２
３
８
７
万
円

問

工
事
期
間
と
工
事
内
容

は
。

答

令
和
５
年
度
に
完
了
予

定
︒
道
幅
の
狭
い
高
速

道
路
の
ボ
ッ
ク
ス
内
は
特
注
製

品
を
製
作
中
で
あ
り
︑
随
時
工

事
に
入
る
︒
三
国
踏
切
道
は
Ｊ

Ｒ
と
の
協
議
が
必
要
な
場
所
で

あ
り
︑
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
︒

提
案

こ
の
場
所
は
、
白
坂
久

保
田
２
号
線
の
開
通
や
基
山

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
利
用
者

増
で
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
工
事
期
間
中
の

車
両
や
、
人
の
通
行
経
路
等
、

交
通
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ

と
。

基
肄
城
跡
災
害
復
旧
工
事

▲
８
８
４
万
円

問

８
８
４
万
円
の
減
額
理

由
は
何
か
。

答

佐
賀
県
の
治
山
ダ
ム
建

設
工
事
の
延
期
に
よ
る

減
額
で
あ
り
︑
令
和
２
年
度
以

降
に
持
ち
越
す
分
で
あ
る
︒

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

所
管
事
務
調
査

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

４
月
オ
ー
プ
ン
の
基
山
っ
子
み
ら
い
館

｢

基
山
っ
子
み
ら
い
館
﹂
は
基
山
保
育
園
と
子
育

て
交
流
広
場
の
複
合
施
設
で
あ
る
︒
保
育
園
の
定

員
は
２
３
０
名
︑
人
数
増
に
も
対
応
可
︑
園
児
の

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
も
整
備
す
る
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
安
全
な
避
難
体
制
の
構

築
︑
交
流
広
場
活
用
の
具
体
的
内
容
の
提
示
︑
竹

林
の
ヤ
ブ
蚊
対
策
︑
開
館
日
の
検
討
︑
職
員
の
昼

休
み
休
憩
確
保
等
の
待
遇
改
善
を
図
る
よ
う
提
案

し
た
︒

32年間稼働した「ちぎりの里」

曲線が美しい基山っ子みらい館

拡張工事が始まる高速

下のボックス
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全議案および賛否表全議案および賛否表

賛 否 表

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大

久

保

由

美

子

末

次

明

桒

野

久

明

河

野

保

久

重

松

一

徳

鳥

飼

勝

美

大

山

勝

代

松

石

信

男

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

無記名投票により同意（同意10、不同意１）

議案
番号

議 案 名

議案６ 国民健康保険条例の一部改正について

議案16 令和２年度国民健康保険特別会計予算

議案17 令和２年度後期高齢者医療特別会計予算

同意１ 副町長の選任につき同意を求めることについて

賛否が分かれた議案 ○賛成 ×反対 議長は採決に加わりません

議案番号 議 案 名

議案１ 公工31補第２号総合公園施設長寿命化工事（総合体育館武道場天井・アリーナ屋根外壁）請負契約について

議案２ 令和元年度一般会計補正予算（第７号）

令和２年 第1回臨時会（1月10日）

令和２年 第1回定例会（3月3日∼23日）

全会一致で可決承認・同意した議案

議案番号 議 案 名 議案番号 議 案 名

議案３
印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正につ
いて

議案10
基山中学校校舎大規模改造工事（管理棟）請負契
約の変更について

議案４ 町職員定数条例の一部改正について 議案11 令和元年度一般会計補正予算（第８号）

議案５
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正につ
いて

議案12
令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第４
号）

議案７ 町営住宅設置及び管理条例の一部改正について 議案13
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）

議案８ 就学指導委員会条例の一部改正について 議案14 令和元年度下水道事業会計補正予算（第４号）

議案９ 条例を廃止する条例の一部改正について 議案15 令和２年度一般会計予算

同意２
農業委員会の委員の過半数を認定農業者等又はこれらに準ず
る者とすることにつき同意を求めることについて

議案18 令和２年度下水道事業会計予算

基山町副町長の選任を同意

酒
さか

井
い

英
ひで

良
よし

氏（大字小倉）

(略歴)昭和57年４月 基山町役場 奉職

平成25年４月 同 総務課長

平成27年４月 同 総務企画課長

平成28年４月 同 副町長
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編
集
ソ
フ
ト
の
活
用
と
随
所
に

工
夫

島
根
県
美
郷
町

26
ペ
ー
ジ
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る

議
会
広
報
誌
︒
作
業
の
進
め
方
は
編

集
ソ
フ
ト
の
活
用
で
︑
原
稿
・
編
集
・

校
正
・
印
刷
等
が
最
小
限
の
時
間
で

済
む
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
︒

そ
し
て
︑
議
会
活
動
の
柱
の
一
つ

と
し
て
情
報
発
信
の
重
要
性
が
わ
か

る
広
報
誌
に
な
っ
て
い
る
︒

｢

議
員
が
言
い
た
い
こ
と
﹂
と
﹁
町

民
が
聞
き
た
い
こ
と
﹂
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
ど
う
埋
め
る
か
を
考
え
る
こ
と

が
︑
基
山
町
議
会
だ
よ
り
作
成
に
も

重
要
だ
と
感
じ
た
︒

令
和
２
年
１
月
28
日
～
29
日
視
察

一
般
質
問
の
見
出
し
は

﹁
村
政
に
喝
﹂

鳥
取
県
日
吉
津
村

周
辺
と
の
合
併
を
せ
ず
︑
１
２
０

０
世
帯
ほ
ど
の
村
︒
議
会
広
報
は
昭

和
56
年
創
刊
で
40
年
の
歴
史
が
あ
る

︵
基
山
町
は
平
成
15
年
︶
︒

｢

村
政
に
喝
﹂
と
表
記
さ
れ
た
一

般
質
問
は
議
会
の
心
構
え
の
表
れ
だ

ろ
う
か
︒
一
人
１
ペ
ー
ジ
で
︑
内
容

に
合
っ
た
写
真
が
２
枚
掲
載
さ
れ
て

い
る
︒
議
会
が
地
域
へ
足
を
運
び
︑

対
話
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
の
﹁
村
民
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
﹂
は
議
会
と
住
民
が
つ

な
が
る
い
い
企
画
だ
︒

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
の
町
村
に
学
ぶ

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

単
独
行
政
を
進
め
る
中
︑
行
政
も
議

会
も
改
革
が
行
わ
れ
た
︒
通
年
議
会

も
そ
の
１
つ
︒
４
月
に
町
長
が
議
会

を
招
集
後
︑
年
度
中
議
長
の
判
断
で

開
催
で
き
る
︒
通
年
議
会
の
ほ
か
︑

様
々
な
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
議

会
報
告
会
・
あ
お
ぞ
ら
議
会
・
議
会

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
・
議
会
だ
よ
り
の

毎
月
発
行
・
議
会
モ
ニ
タ
ー
設
置
・

政
務
活
動
費
の
交
付
︵
年
間
24
万

円
︶
・
自
主
勉
強
会
な
ど
︒

令
和
２
年
２
月
13
日
～
14
日
視
察

夜
間
議
会
の
意
義
と
続
け
る
こ

と
の
難
し
さ

大
分
県
九
重
町

平
成
12
年
か
ら
一
般
質
問
を
夜
間

議
会
と
し
て
行
っ
て
い
る
︒
12
月
議

会
で
17
時
開
会
︑
20
時
を
め
ど
に
閉

会
︒
持
ち
時
間
40
分
︑
傍
聴
者
は
20

人
程
度
︒

全
国
的
に
ど
れ
ほ
ど
の
自
治
体
が

実
施
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
︑
意

外
と
少
な
く
17
町
村
︵
９
２
７
自
治

体
中
︶
と
３
市
︒
昼
間
議
会
傍
聴
に

来
れ
な
い
町
民
の
た
め
に
導
入
さ
れ

た
︒
当
初
は
多
か
っ
た
参
加
者
も
︑

減
少
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
︒
夜
間

議
会
の
意
義
は
わ
か
る
が
︑
開
催
す

る
と
き
の
執
行
部
の
負
担
な
ど
続
け

る
難
し
さ
も
あ
る
と
感
じ
た
︒

執
行
部
も
緊
張
感
を
も
つ
通
年

議
会

熊
本
県
御
船
町

町
長
挨
拶
の
中
で
︑
﹁
通
年
議
会

を
す
る
こ
と
で
︑
執
行
部
も
緊
張
感

を
も
っ
て
業
務
を
し
て
い
る
︒
﹂
と

の
発
言
︒
平
成
の
大
合
併
を
せ
ず
︑

夜
間
議
会
・
通
年
議
会
の
取
り
組
み

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会九重町での研修

各常任委員会の視察報告は、HPに記載しております。 基山町議会 検索

美
郷
町
在
住

プ
ロ
の
漫
画
家
さ
ん
の
連
載
﹁
議
会
漫
画
﹂
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的
な
取
り
組
み
や
実
施
期
間
を
明
ら
か

に
し
︑
毎
年
度
に
お
け
る
予
算
編
成
や

事
業
実
施
の
指
針
と
し
て
い
る
実
施
計

画
に
盛
り
込
み
実
施
し
て
い
く
︒

今
回
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
︑
こ
の
実

施
計
画
を
意
識
し
た
も
の
と
し
て
作
成

し
た
︒

ま
た
︑
総
合
計
画
は
令
和
２
年
度
を

中
間
年
度
と
し
︑
進
捗
状
況
を
検
証
す

る
︒
そ
の
上
で
計
画
の
再
構
築
が
必
要

で
あ
れ
ば
見
直
す
︒

問

松
田
町
長
二
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
、
町
の
方
向
性
お
よ
び
具
体
的
な

施
策
と
し
て
子
育
て
支
援
な
ど
８
つ
の

柱
に
各
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
ミ
ニ
地
区
計
画
に
よ
る

調
整
区
域
へ
の
住
宅
開
発
︵
特
に
若
基

小
学
校
区
域
︶
と
あ
る
が
、
町
の
基
本

的
な
方
向
性
は
。

答

若
基
小
学
校
区
域
で
は
︑
児
童
数

の
減
少
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
宅
地
需
要
が
高
い
︒
市
街

化
区
域
に
隣
接
す
る
市
街
化
調
整
区
域

に
つ
い
て
︑
優
先
度
を
上
げ
て
ミ
ニ
地

区
計
画
に
よ
る
住
宅
用
地
確
保
を
実
現

し
︑
子
育
て
・
若
者
世
帯
の
獲
得
を
目

指
し
て
い
く
︒

問

第
５
次
基
山
町
総
合
計
画
と
今
回

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
を
ど
う
図

る
の
か
。

答

総
合
計
画
は
︑
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
本
町
の
根
幹
を
な

す
計
画
で
あ
る
︒

こ
の
計
画
に
示
し
た
施
策
へ
の
具
体

天

本

勉
議
員

問

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

答
町
政
の
勢
い
を
止
め
ず
︑
さ
ら
な
る
発
展
を

基
山
町
合
宿
所
の
運
営
管
理
徹
底
を

問

合
宿
所
と
食
堂
部
門
の
連
携
は
。

答

合
宿
所
は
︑
必
要
経
費
に
収
益
を

加
え
た
委
託
料
を
支
払
っ
て
い
る
た
め

問
題
な
い
︒
合
宿
所
利
用
者
へ
の
食
事

提
供
や
昼
間
の
食
堂
に
つ
い
て
は
︑
個

人
事
業
な
の
で
︑
売
り
上
げ
に
よ
る
収

益
が
必
要
︒

問

町
直
営
な
の
に
食
堂
部
門
が
赤
字

で
閉
鎖
に
な
っ
て
も
い
い
の
か
。

答

委
託
業
者
と
十
分
連
携
を
取
り
な

が
ら
昼
の
食
堂
部
門
継
続
と
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
︒

認
知
症
患
者
へ
の
救
済
強
化
を

問

単
身
高
齢
者
世
帯
数
と
今
後
の
推

移
予
測
は
。

答

令
和
２
年
１
月
末
で
８
２
７
世

帯
︒
令
和
７
年
に
９
５
１
世
帯
に
︒

問

認
知
症
の
判
断
基
準
で
あ
る
日
常

生
活
自
立
度
Ⅱ
以
上
の
人
数
は
。

答

１
月
末
現
在
で
４
４
１
人
︒

問

認
知
症
診
断
助
成
制
度
や
認
知
症

事
故
救
済
制
度
に
も
取
り
組
め
な
い
か
。

答

令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
の
特

定
健
診
に
お
い
て
︑
質
問
票
に
よ
り
健

康
状
態
︑
認
知
機
能
︑
生
活
習
慣
や
低

栄
養
状
態
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒

そ
の
結
果
に
よ
り
︑
個
別
の
受
診
勧
奨

や
高
齢
者
相
談
に
つ
な
い
で
い
く
︒

問

既
に
認
知
症
の
方
も
い
る
。
本
人

お
よ
び
家
族
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
求
む
。

答

久
留
米
大
学
等
と
連
携
し
て
対
策

を
考
え
て
い
く
︒

問

認
知
症
患
者
に
事
故
救
済
制
度
の
導
入
は

答
個
別
の
受
診
勧
奨
や
相
談
に
つ
な
い
で
い
く

松

石

健

児
議
員

一般質問11人が 町 政 を問う

若基小校区の児童減対策として期待される白坂地区

近隣では久留米市、吉野ヶ里町等で採用さ
れている（資料：朝日新聞デジタルより）
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高
齢
者
の
生
き
が
い
と
買
物
・
移
動

支
援
に
つ
い
て

問

老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
た
め
の
支

援
策
は
。

答

連
絡
協
議
会
な
ど
の
ゆ
る
や
か
な

組
織
を
設
置
す
べ
く
︑
各
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
と
協
議
を
進
め
る
︒

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見
直
し
内

容
と
実
施
期
間
は
。

答

必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
実
施
し

て
い
る
︒

提
案

改
善
を
望
む
町
民
が
い
る
。
結

果
を
出
し
て
ほ
し
い
。

問

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
利
用
者
の
町
内
外

の
割
合
は
。

答

町
内
21
％
︑
町
外
79
％
の
割
合
︒

問

町
内
優
先
で
あ
る
べ
き
。
開
館
日

や
利
用
者
の
優
先
方
法
、
使
用
料
な
ど
、

再
考
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

答

指
定
管
理
者
と
の
契
約
が
令
和
２

年
度
ま
で
で
あ
る
︒
令
和
３
年
度
か
ら

の
参
考
に
し
た
い
︒

問

に
ぎ
や
か
過
ぎ
て
事
務
所
で
の
電

話
対
応
や
高
齢
者
の
居
場
所
に
も
支
障

が
出
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

答

電
話
に
出
る
際
に
は
フ
リ
ー
ハ
ン

ド
レ
シ
ー
バ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
等
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
︒

提
案

利
用
者
の
意
見
を
聴
い
て
か
ら

町
民
が
望
む
管
理
運
営
を
。
ま
た
、
業

務
内
容
の
煩
雑
さ
に
対
し
職
員
数
が
足

り
て
い
な
い
。
利
用
料
な
ど
、
歳
入
方

法
の
見
直
し
を
図
り
、
働
き
や
す
い
環

境
整
備
を
提
案
す
る
。

問

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
憩
の
家
の
課
題

答

状
況
を
確
認
し
て
検
討
す
る

中

村

絵

理
議
員

創
作
劇
や
町
民
体
育
大
会
は
好
例
で
あ

る
︒
高
齢
者
の
協
力
を
期
待
す
る
︒

農
産
物
加
工
場
の
新
設
構
想
は

問

新
設
構
想
、
場
所
や
運
営
方
法
は
。

答

農
業
︑
園
芸
作
物
の
取
り
組
み
に

熱
心
な
地
域
を
中
心
に
︑
個
々
の
地
域

の
組
織
や
生
産
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に

よ
り
地
元
の
声
を
吸
い
上
げ
︑
細
や
か

で
丁
寧
な
協
議
を
行
う
こ
と
で
新
た
な

計
画
の
策
定
を
図
っ
て
い
く
︒

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

問

町
民
主
体
の
活
動
支
援
と
町
主
体

の
取
り
組
み
の
ど
ち
ら
に
ウ
エ
イ
ト
を

置
く
か
。
ま
ち
づ
く
り
基
金
や
創
業
者

支
援
事
業
を
Ｐ
Ｒ
せ
よ
。

答

基
本
は
町
民
主
体
の
取
り
組
み
支

援
が
大
事
だ
︒
一
方
︑
高
齢
者
が
活
躍

で
き
る
機
会
を
広
げ
る
活
動
は
町
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
︒
支
援
事
業
に
は

年
齢
制
限
は
な
い
の
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
︒

問

高
齢
者
の
健
康
問
題
や
生
活
す
る

た
め
の
悩
み
を
ど
の
よ
う
に
収
集
し
て

対
策
を
と
る
の
か
。
相
談
窓
口
は
ど
こ

か
、
幅
広
く
聴
く
体
制
を
と
れ
。

答

福
祉
課
︑
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
︑
民
生
児
童
委
員
︑
社
協
が
窓
口

に
︒
今
後
︑
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
体

制
の
充
実
と
個
別
家
庭
訪
問
隊
を
結
成

し
て
声
を
直
接
収
集
し
た
い
︒

問

高
齢
者
対
策
で
﹁
温
か
さ
や
思
い

や
り
﹂
を
ど
う
町
民
に
伝
え
る
か
。

答

健
康
維
持
に
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
と
多
世
代
の
連
携
が
大
事
︒
基
山

問

高
齢
化
対
策
は
若
い
世
代
の
理
解
必
要

答

活
躍
の
場
を
増
や
し
多
世
代
交
流

末

次

明
議
員

一般質問

活用できる農地はある

終日無料のキッズルーム
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

問

定
数
は
何
人
か
。

答

70
世
帯
か
ら
２
０
０
世
帯
毎
に
１

人
を
基
準
と
し
︑
36
人
で
あ
る
︒

問

活
動
費
の
増
額
等
待
遇
の
改
善
は
。

答

活
動
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
︒
そ

れ
に
伴
い
ど
の
く
ら
い
負
担
が
増
え
る

の
か
を
検
討
し
︑
活
動
費
の
町
負
担
額

増
も
視
野
に
入
れ
て
︑
見
直
し
て
い
く
︒

問

地
区
内
の
２
つ
の
た
め
池
の
東
側

を
埋
め
立
て
で
き
な
い
か
︒
で
き
な
け

れ
ば
周
辺
整
備
を
し
て
ほ
し
い
︒

答

農
地
の
水
利
権
と
同
時
に
防
災
調

整
池
を
兼
用
し
て
い
る
。
埋
め
立
て
に

よ
る
機
能
廃
止
は
難
し
い
。

問

町
営
住
宅
は
空
き
戸
数
が
多
い
︒

入
居
者
を
増
や
す
た
め
に
内
部
の
整
備

を
す
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
︒
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
や
電
気
容
量
の
改
善
な
ど
も

し
て
ほ
し
い
︒

答

浴
槽
や
給
湯
器
な
ど
の
設
備
を
整

え
て
試
験
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て

問

狭
い
基
山
町
内
で
２
つ
の
小
学
校

の
規
模
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
。
例
え
ば

﹁
学
区
を
考
え
る
協
議
会
﹂
を
立
ち
上

げ
る
な
ど
し
て
論
議
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答

学
校
規
模
の
適
正
化
は
で
き
る
だ

け
早
く
進
め
て
い
き
た
い
︒

一般質問

問

環
境
基
本
条
例
の
制
定
に
あ
た
り

考
慮
し
た
点
は
。

答

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
が
わ
か

り
や
す
い
内
容
に
な
る
よ
う
考
慮
︒
前

文
に
つ
い
て
は
何
度
も
修
正
を
か
け
た
︒

問

条
例
に
対
す
る
町
民
の
反
応
は
。

答

感
想
等
は
聞
い
て
い
な
い
︒
基
本

計
画
策
定
で
は
住
民
の
意
見
を
聞
い
て

い
き
た
い
︒

問

基
本
計
画
の
策
定
の
工
程
は
。

答

令
和
２
年
度
に
庁
内
推
進
委
員
会

お
よ
び
環
境
審
議
会
を
立
ち
上
げ
︑
町

民
及
び
事
業
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
・
分
析
し
︑
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開

催
を
検
討
し
て
い
る
︒
令
和
３
年
度
に

は
基
礎
調
査
等
を
と
り
ま
と
め
︑
素
案

を
作
成
︒
町
民
の
意
見
を
充
分
に
聴
い

て
︑
計
画
を
策
定
し
た
い
︒

問

基
本
計
画
の
重
点
項
目
は
。

答

基
本
理
念
に
基
づ
き
︑
生
活
・
自

然
環
境
の
保
全
︑
環
境
教
育
の
推
進
︑
循

環
型
社
会
の
構
築
等
が
推
定
さ
れ
る
︒

問

町
道
桜
町
・
伊
勢
山
線
を
夜
中
に

走
る
大
型
車
の
振
動
で
、
沿
線
住
民
は

眠
り
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
抜
本
的
な

解
決
を
求
め
た
い
。

答

道
路
沿
線
の
皆
様
の
不
安
を
和
ら

げ
る
た
め
︑
部
分
的
な
舗
装
補
修
を
考

え
て
い
る
︒

問

地
区
内
の
側
溝
蓋
の
整
備
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

現
在
13
区
公
民
館
前
か
ら
整
備
し

て
い
る
︒
令
和
５
年
度
ま
で
の
完
了
を

予
定
し
て
い
る
︒

大

山

勝

代
議
員

問

13
区
内
側
溝
蓋
整
備
の
見
通
し
は

答

令
和
５
年
度
ま
で
に
完
了
予
定

問

条
例
制
定
に
あ
た
り
考
慮
し
た
と
こ
ろ
は

答

わ
か
り
や
す
い
内
容
に
な
る
よ
う
考
慮

河

野

保

久
議
員

13区公民館前の側溝蓋

基山の自然を皆で守ろう
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要
︒
無
料
塾
は
各
区
公
民
館
と
相
談
し

て
来
年
度
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
︒

問

高
卒
ま
で
の
医
療
費
︵
通
院
︶
助

成
、
来
年
度
実
施
を
。

答

医
療
費
現
物
給
付
で
来
年
４
月
実

施
に
向
け
て
準
備
す
る
︒

問

中
山
間
地
農
業
の
振
興
を
ど
う
図

る
の
か
。

答

棚
田
法
の
指
定
で
事
業
メ
ニ
ュ
ー

や
補
助
率
が
上
が
る
の
で
︑
認
定
に
向

け
て
準
備
・
検
討
を
進
め
る
︒

上
が
る
国
保
税

子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を

問

今
で
も
高
過
ぎ
る
国
保
税
引
上
げ

は
、
加
入
者
の
健
康
を
破
壊
し
、
命
を

も
脅
か
す
恐
れ
が
あ
る
。
子
ど
も
が
多

い
ほ
ど
引
き
上
が
る
国
保
税
﹁
均
等
割
﹂

は
子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る
。
子
ど
も

の
﹁
均
等
割
﹂
減
免
を
求
め
る
。

答

子
ど
も
の
３
人
目
以
降
の
国
保
税

﹁
均
等
割
﹂
は
免
除
す
る
︒
全
員
免
除

に
は
約
５
０
０
万
円
必
要
︒

問

20
年
ぶ
り
の
町
長
選
挙
は
歓
迎
さ

れ
た
。
争
点
や
選
挙
結
果
に
つ
い
て
の

所
見
は
。

答

争
点
に
つ
い
て
は
コ
メ
ン
ト
を
控

え
る
︒
相
手
側
の
４
千
票
︑
棄
権
の
５

２
０
０
票
を
真
撃
に
受
け
止
め
︑
理
解

を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
す
る
︒

問

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、﹁
子

ど
も
食
堂
﹂
や
﹁
フ
ー
ド
バ
ン
ク
﹂
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
公
民
館

で
の
無
料
塾
の
実
現
を
求
め
る
。

答

重
要
な
活
動
だ
︒
民
間
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
が
必

問

高
校
卒
業
ま
で
の
通
院
費
助
成
を

答

実
施
に
向
け
て
検
討
す
る

松

石

信

男
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
症
状
は
。

答

感
染
し
た
場
合
の
主
な
症
状
は
︑

通
常
の
風
邪
と
同
様
︑
発
熱
︑
咳
・
く

し
ゃ
み
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
が
あ
り
︑

重
症
化
す
る
と
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
︒

問

感
染
予
防
策
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答

石
鹸
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
な
ど

に
よ
る
手
洗
い
︑
マ
ス
ク
の
着
用
と
で

き
る
だ
け
人
混
み
の
多
い
場
所
を
避
け

る
こ
と
が
重
要
︒

問

選
挙
後
の
挨
拶
で
、
相
手
候
補
に

感
謝
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
。

答

選
挙
に
よ
り
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ

た
︒
基
山
町
の
光
と
影
を
知
り
︑
私
の

悪
い
点
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
を
気
付

か
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
︒

問

町
長
二
期
目
の
町
政
運
営
は
。

答

一
期
目
の
成
果
で
勢
い
を
加
速

し
︑
温
も
り
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
す
︒

問

議
会
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答

議
会
は
︑
地
方
公
共
団
体
の
意
思

を
決
定
す
る
機
能
と
執
行
機
関
を
監
視

す
る
機
能
が
あ
り
︑
議
会
と
の
信
頼
関

係
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
︒

問

議
会
に
対
す
る
説
明
責
任
が
充
分

果
た
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
か
。

答

議
案
資
料
等
に
基
づ
き
︑
今
後
さ

ら
に
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
︒

問

松
田
町
長
二
期
目
の
町
政
運
営
は

答

温
も
り
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
す

鳥

飼

勝

美
議
員

一般質問

臨時休校の基山小学校

保育園で遊ぶ子どもたち
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一般質問

ば
︑
い
つ
で
も
応
じ
る
︒

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
を
向

上
し
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
促
進
を

問

10
区
・
13
区
・
け
や
き
台
な
ど
で
、

バ
ス
の
増
便
を
願
う
声
を
よ
く
聞
く
。

議
論
が
必
要
だ
が
、
試
験
的
に
１
台
増

車
し
て
利
用
客
の
動
向
調
査
を
し
て
は

ど
う
か
。

答

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

様
々
な
視
野
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
︒

町
長
選
挙
の
課
題
は

問

町
長
選
挙
を
終
え
て
の
思
い
は
。

答

支
持
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
︑
後

援
会
の
皆
様
︑
相
手
候
補
お
よ
び
そ
の

選
対
へ
の
感
謝
を
も
と
に
︑
み
ん
な
で

よ
り
良
い
基
山
町
を
つ
く
り
た
い
︒

問

選
挙
公
約
が
大
多
数
の
有
権
者
に

伝
わ
っ
た
と
思
う
か
。

答

説
明
の
時
間
も
な
く
︑
４
年
間
の

実
績
の
継
続
と
拡
大
を
期
待
い
た
だ
い

た
部
分
が
多
い
︒
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
世
帯
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
︑

ご
理
解
を
得
た
の
で
は
と
思
っ
て
い

る
︒
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
こ
の
４
年

間
で
筋
道
を
つ
け
た
い
︒

問

首
長
選
挙
で
は
、
両
候
補
者
か
ら

同
一
の
テ
ー
マ
で
施
策
を
討
論
し
て
も

ら
う
公
開
討
論
会
が
開
催
で
き
れ
ば
、

有
権
者
に
も
分
か
り
や
す
い
の
で
は
。

答

選
挙
に
限
ら
ず
︑
公
平
の
立
場
で

純
粋
に
施
策
論
を
交
わ
す
場
で
あ
れ

問

首
長
選
挙
に
は
公
開
討
論
会
を

答

公
平
の
立
場
で
い
つ
で
も
応
じ
る

桒

野

久

明
議
員

し
︑
そ
の
中
に
規
定
す
る
︒

提
案

町
民
に
分
か
り
や
す
い
条
例
を

制
定
す
る
よ
う
に
提
案
す
る
。

問

利
用
者
が
事
前
登
録
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
。

答

ア
レ
ル
ギ
ー
や
病
歴
を
事
前
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
︒

問

利
用
料
が
前
納
と
な
っ
て
い
る

が
、
利
用
後
の
納
付
に
は
で
き
な
い
か
。

答

前
日
ま
で
に
利
用
申
請
を
し
て
も

ら
う
中
で
利
用
料
金
も
納
付
し
て
も
ら

う
︒
保
育
士
や
保
健
師
等
の
人
定
配
置

を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
し
︑
キ
ャ
ン

セ
ル
を
減
ら
し
た
い
︒

問

緊
急
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成

し
て
い
る
の
か
。

答

病
後
児
の
様
態
変
化
に
応
じ
て
︑

緊
急
時
等
も
考
慮
し
て
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
い
る
︒
保
護
者
や
か
か

り
つ
け
医
へ
の
連
絡
体
制
も
問
題
な

い
︒

病
後
児
保
育
事
業

病
気
や
け
が
の
回
復
期
の
６
カ
月
以

上
︑
小
学
３
年
生
ま
で
の
幼
児
︑
園
児

や
児
童
を
一
時
保
育
す
る
事
業
で
︑
４

月
か
ら
運
用
す
る
︒

問

病
後
児
保
育
の
設
置
及
び
管
理
条

例
を
制
定
し
な
い
理
由
は
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
の
増
築
で
あ
り
︑

現
在
の
条
例
で
対
応
で
き
る
︒

問

庁
舎
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
間
の
狭

い
場
所
に
新
築
さ
れ
た
。
利
用
料
金
や

開
設
時
間
は
ど
う
規
定
す
る
の
か
。

答

病
後
児
保
育
の
実
施
要
綱
を
制
定

問

病
後
児
保
育
施
設
の
条
例
制
定
は

答

条
例
は
設
け
ず
︑
実
施
要
綱
を
制
定

重

松

一

徳
議
員

利便性を問われるコミュニティバス

庁舎、保健センター間に、
病後児保育の施設
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一般質問

後
期
高
齢
者
対
象
の
フ
レ
イ
ル
健
診
は

問

フ
レ
イ
ル
と
は
何
か
。

答

高
齢
者
が
筋
力
や
活
動
が
心
身
と

も
に
低
下
し
て
き
た
状
態
を
表
す
︒

問

フ
レ
イ
ル
健
診
の
目
的
は
。

答

特
定
健
診
時
に
心
身
状
態
を
質
問

票
に
申
告
を
し
て
健
康
状
態
︑
食
習
慣
︑

認
知
機
能
な
ど
の
評
価
を
行
い
健
康
相

談
︑
保
健
指
導
を
実
施
し
健
康
寿
命
の

延
伸
に
活
か
す
取
り
組
み
︒

公
立
学
校
の
制
服
選
択
制
の
導
入
を

問

性
別
に
関
係
な
く
ス
カ
ー
ト
か
ス

ラ
ッ
ク
ス
の
選
択
導
入
の
学
校
が
増
え

て
い
る
。
冬
の
寒
さ
対
策
、
動
き
や
す

さ
な
ど
の
機
能
性
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
︵
性
的

少
数
者
︶
へ
の
配
慮
や
、
私
服
の
学
校

の
女
子
や
成
人
女
性
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
着

用
が
多
い
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

答

社
会
的
女
子
の
服
装
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

も
含
め
︑
制
服
を
一
律
に
ス
カ
ー
ト
で

い
い
の
か
考
え
る
時
代
に
来
て
い
る
︒

問

児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
検
討
委
員
会
設
置
の
考
え
は
。

答

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
配
慮
を
含
め
標
準

服
導
入
を
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
︒
幅

広
く
意
見
を
聞
き
前
向
き
に
検
討
し
た

い
︒
た
だ
変
わ
る
こ
と
が
先
行
さ
れ
な

い
よ
う
気
を
付
け
た
い
︒
ま
た
教
育
委

員
会
で
現
在
の
問
題
点
の
有
無
を
検
討

し
結
果
を
受
け
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
今

後
︑
検
討
し
た
い
︒

問

制
服
の
選
択
制
導
入
の
見
解
は

答

時
代
に
あ
っ
た
制
度
と
認
識
す
る

大
久
保

由
美
子
議
員

75歳以上の人を対象に
(資料：福井新聞より)

令和２年 第２回基山町議会定例会 会期の予定

６月５日（金）〜12日（金）

休日議会 一般質問 ６月６日（土）・７日（日）

議会を傍聴してみませんか。多くの皆さまの傍聴をお待ちしております。

議長交際費執行状況表（令和元年度 １月〜３月）議長交際費執行状況表（令和元年度 １月〜３月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

接遇 6,000 1/28〜29 広報広聴常任委員会視察研修 ２件

接遇 6,000 2/13〜14 議会運営委員会視察研修 ２件

会費 24,000 2/25 令和元年度基山経済クラブ年会費

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

3 36,000 9 87,294

※この会期日程等は、状況により変更することがあります。
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委

員

長松
石

健
児

副
委
員
長大

山

勝
代

委

員重
松

一
徳

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員末
次

明

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

種
を
ま
く
人

今
、
世
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
戸
惑
っ
て
い

る
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
も
の
を
自
分

で
作
る
原
点
で
あ
る
農
業
を
見
直
す

時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
議

会
だ
よ
り
は
新
し
い
視
点
で
農
林
業

に
取
り
組
む
人
を
特
集
し
ま
し
た
。

薪
で
炊
い
た
ご
飯
を
手
作
り
味
噌

の
味
噌
汁
で
い
た
だ
き
、
基
山
産
小

麦
で
作
っ
た
パ
ン
を
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

乳
や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
一
緒
に

﹁
う
ま
い
﹂
と
言
っ
て
食
べ
た
い
。

︵
末
次

明
︶

親子孫三代で苗代づくり

ご
あ
い
さ
つ

大
久
保

由
美
子

議
会
は
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

の
意
見
や
要
望
を
、
行
政
や
議
会

に
反
映
し
て
い
く
こ
と
や
、
行
政

へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
場
で
す
。
し
っ
か
り
と
合

意
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
親
し

み
の
あ
る
分
か
り
や
す
い
議
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
と
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ

き
、
働
く
女
性
が
よ
り
自
由
に
活

躍
で
き
る
社
会
の
構
築
と
、
魅
力

あ
る
基
山
町
へ
と
発
展
す
る
よ
う

に
誠
心
誠
意
努
め
ま
す
。

今
後
と
も
基
山
町
議
会
へ
の
ご

指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

副

議

長

選

出

令
和
２
年
３
月
３
日
よ
り

基山町議会 委員会の新構成 ◎ 委員長 ○ 副委員長

議 長：品川 義則 副議長：大久保由美子 議会選出監査委員：天本 勉

町

議

会

議会改革特別委員会

議会運営委員会

常

任

委

員

会

広報広聴常任委員会

厚生産業常任委員会

総務文教常任委員会

全議員

◎河 野 保 久 大 山 勝 代 鳥 飼 勝 美

○重 松 一 徳 桒 野 久 明 末 次 明

◎松 石 健 児 重 松 一 徳 末 次 明

○大 山 勝 代 天 本 勉 中 村 絵 理

◎末 次 明 鳥 飼 勝 美 重 松 一 徳

○松 石 信 男 中 村 絵 理

◎桒 野 久 明 大 山 勝 代 河 野 保 久

○天 本 勉※ 大久保 由美子 松 石 健 児

議案等の協議及び調整をする

町民に開かれた議会に改革する

議会運営について協議する

議会広報の編集、発行および議会報告会・子ども議会を開催する

住民課・健康増進課・福祉課・こども課・産業振興課・定住促進課・建設課の所管について審査・調査をする

総務企画課・財政課・税務課・まちづくり課・出納室・教育学習課の所管について審査・調査をする

◎中 村 絵 理※

○重 松 一 徳※ ほか全議員（議長を除く）

全員協議会

※新たに選出された委員


